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2024年６月 21日開催 第 27回株主総会 質疑応答要約 

 

Q1 コンシューマ部門の『ファッションドリーマー』が 50万本近く売れたということですが、

それでも計画を下回っているのは、そもそもの計画が過大だったのでしょうか。 

今後についても、50 万本売れてもプロジェクト損失だと不安になるので、その点につい

て回答お願いします。 

A1 当社として、『ファッションドリーマー』につきましては、ジャンルの部分や、ユーザー

層が広いというところもあり、大変期待を寄せていたタイトルです。そのため、宣伝費

や海外展開における広告費、ローカライズ費も含めまして、かなりチャレンジングな投

資をしておりました。 

ブランニュータイトルですので、50万本売り上げたということは、今後シリーズ化され

ていく可能性もありますし、IPとして育てていくことはできると思っていますが、同系

のジャンルで、過去の実績やベンチマークとしていたタイトル等から目標値を設定しま

したが、かなり強気な設定とはなっておりました。その点につきましては、当社といた

しましても大変反省をしているところでございまして、今後はプロジェクトの ROIの見

直しや、宣伝広告費の適正値といった点を、今現在見直しているところでございます。 

 

Q2 シン・ジュノ氏の取締役会出席回数が 13回中９回で、69％と低いですが、理由を教えて

ください。 

A2 シン取締役の欠席理由につきましては、シン取締役は各方面の社外取締役を務められて

おり、また、海外を拠点として、テンセント社で様々なお仕事をされているということ

がありまして、スケジュールの調整がどうしてもつかず、欠席されることがございまし

た。 
しかしながら、その場合にも、 事前に議案については共有をしておりますし、取締役に

求められる役割を十分に果たしていただいていると考えております。取締役会での審議

についての影響などはないものと考えております。 

 

Q3 取締役会は実出席でなくてもオンラインで出席可能で、他社でもそういう対応をされて

いると思うのですが、その中で日程調整がつかないということがわかりません。 
また、取締役会における審議内容は実際に参加することでわかるものかと思います。 
シン氏が今期、指名報酬委員会の委員に予定されているのであれば、今後について、実

出席あるいはオンライン出席を高める方法をどう考えているのか、お話しいただければ

と思います。 
知見がある方と思いますので、社外取締役として責務を果たしていただきたいという前

提での質問です。 
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A3 スケジュールの調整がつかない場合、オンラインで参加していただくことは現在もござ

います。 それでも、海外の移動中等で、どうしても出席が叶わない場合がございまして、

その場合に欠席となっております。 
しかしながら、シン取締役の携われているグローバルなご経験の中で、取締役会の事前

あるいは事後において、多くの助言をいただいております。審議においても、しっかり

と議案を事前に共有させていただき、ご意見などを述べていただいた上で、決裁し、審

議しておりますので、影響はないと思っておりますが、今後につきましては、 スケジュ

ールの調整をなるべく付けていただくよう進めていきたいと考えております。 

 

Q4 バランスシートを見ると、現預金が随分減ってしまっています。23年３月期から 24年３

月期にかけて約 12億円減ってしまっていますが、なぜでしょうか。 
個人的にキャッシュリッチな会社が好きなので残念と感じています。 

A4 現預金が 12 億円減少している主な理由は、積極的にコンシューマ事業に投資を行い、新

規 IPを創出するべくチャレンジングな取り組みを行ってきたためとなります。しかしな

がら、まだ取り組みが不足している部分がございます。この先新しいチャレンジをする

場合には、 開発のマイルストンごとの厳密な審査や、あるいは需要の調査というところ

をより丁寧に実施していくことで、投資回収のバランスをしっかりと取っていきたいと

考えております。 

 

Q5 本日、シェラトン都ホテル東京の「醍醐の間」を賃借して株主総会を開催していますが、

この会場を賃借するのにいくらかかっているのでしょうか。 
現在、会場での参加株主が約 50人ですが、来年以降、株主総会にかかる費用を圧縮する

ために取り組みをされる予定はあるのでしょうか。 

A5 会場費につきましては、具体的にこの場で申し上げることは控えさせていただきますが、

それなりの費用がかかっていることは事実でございます。 
昨年の５月に新型コロナが５類に移り、今年がコロナ禍が過ぎた一回目の株主総会とな

りますので、どれほどの株主様にご来場いただけるかを確認させていただきたいと思っ

ておりました。 当初より、来年以降の会場をどうしていくかということに関して、まさ

に今回の出席状況を拝見させていただいた上で判断していこうと考えておりましたの

で、引き続き検討を進めてまいりたいと思っております。 

 
 

 
以上 


